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排水路の溢水により被害を受けている住民

限られた予算の中で、緊急性等を総合的に判断しながら対応していく。
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事業：水路改修事業                                

１．浸水被害の軽減と雑排水の排除 

近年の降雨にみられる短期的かつ集中的な豪雨により水路からの溢水による浸水被害の軽減を図るため、また

生活雑排水の排除改善を図るため、水路整備を行う。 

 

 

 

細事業：排水路改修事業                            

１．排水路改修の概要 

浸水被害の軽減を図ると共に、雨水を速やかに公共用水域に排除するための水路整備を行った。 

 

（１）工事請負費 

工 事 名 金額（円） 期 間 工 事 概 要 

上田町排水路改修工事 1,858,500 

H24.12.11 

～ 

H25.02.28 

施工延長 Ｌ=１３ｍ 

L 型水路工（350×500） L＝１３ｍ 

ブロック積擁壁工 A＝２２㎡ 

 

天見地区排水路改修工事 3,307,500 

H24.12.05 

～ 

H25.03.25 

施工延長 Ｌ=１２５ｍ 

U 型水路工（U―４５０） L＝１１９ｍ 

自由勾配側溝（500×900）L＝６ｍ 

 

     計 5,166,000   

 

 

 

 

 

 


